


























































































































































































































(1) 重松鷹泰『社会科教育法』 1955年，誠文堂新光社， pp.39-40. 
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(6) 今井誉次郎『帰らぬ教え子』 1~51年，東洋書館， p. 230. 
(7) 田中武雄「戦後社会科の出発と教師たち」『歴史地理教育』 1977年1月号，同「『新教育』
批判の批判的検討」『社会科教育』 1983年10月号．
(8) 日比 裕「子どもと郷土と日本」『考える子ども』 1969年7月号，谷川彰英「今井誉次郎の
社会科論と生活綴方」同著『社会科理論の批判と創造』 1979年，明治図書．




























(1) 今井誉次郎「綴方実際教授法（四）」『綴方生活』 1934年10月号， p.24. (後に『新綴方
教授法』 1936年，厚生閣，に採録）
⑱ 今井誉次郎「リアリズム綴方序論」『綴方生活』 1935年3月号， p.104. (同上）
(19) 今井誉次郎「綴方の根幹としてのリアリズム」『教育・国語教育』 1931年2月号， p.151. 
⑳ 今井誉次郎前掲論文， p.154. 
仰今井誉次郎「生活課題の意義」『教育。国語教育』 1936年11月号， p.134. 
~2J 前掲注⑲論文， p.154.
(23) 今井誉次郎「綴方科の役割」『生活学校』 1936年4月号， p.21. 










(2g 今井誉次郎「初ー・ニの実際指導」『明かるい学校』 1946年7月号， p .81. 
(29) 同上， pp.81-82. 




次郎『農村社会科カリキコラムの実践』 1950年，牧書店， pp.417-418. 
この反省の上に立って「西多摩第二次案」の作成に従事するのであり，論調の変化もそうし
た動向と関係があると考えられる。
図今井誉次郎『まいにちの社会科記録』 1951年，牧書店， p.117. 




会科単元のえらび方」『明かるい教育』， 1948年6月号， p .15. 
〈付記〉 本稿は， 日本社会科教育学会月例研究会 (1988年7月9日，新宿区立四谷第一小学校）
で発表した原稿を修正・加筆したものである。なお，本稿を執筆するにあたり，今井竹
夫氏から資料上の多大なる便宜を受けた。改めて謝意を表したい。
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